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『反タイパ！ しょうがくせいのなつやすみ』 

                             校長 久 慈  学 

 

 ４ヶ月にわたる１学期が終了します。年齢を重ねた私の４ヶ月と、わずか６才の１年生にとっての４ヶ月

はその重みが違います。心身ともに成長著しい小学生時代のこの４ヶ月が、厚沢部小学校９３名の児童にと

って充実していたものだったことを願います。 

 さて、いよいよ夏休みです。 

 子供の成長に無駄なことはない、と言われます。「タイパ」（時間対効果～タイムパフォーマンス）という

新しい言葉も流行りましたが、その志向はもともとは学校教育が招いたのではないかという記事を目にし

たことがあります。確かに学校の歴史を振り返れば、たくさんの子供に短時間で必要な知識を効率的に詰め

込むことを目指していた時代がありました。 

効率的に無駄なく、そして最大の効果を上げる。すべてを否定するものではありませんが、逆に言うと子

どもの成長にとって「無駄なこと」はあるのでしょうか。効率的にテストの点数を上げたり、効率的にスポ

ーツが上手になったりすることが、大切なことなのでしょうか。 

みなさんも、今思えば「無駄だったなあ」とか「もっと近道があったのに・・・」などと、振り返ってみ

ることはあるでしょう。しかし、それらは今を生きている自分を象（かたち）づくる上で本当に必要のない

ことだったのでしょうか。 

その時々、今何が楽しいのか、何をやりたいのか、を突き詰めていた小学生のときにやっていた非効率か

つ非生産的なことが血肉になっている気がするのは私だけではないでしょう。 

無駄かどうかはやってみなくてはわかりません。厚沢部小学校の子供たちにとって「反タイパ」、効率を

考えずに今を謳歌できる夏休みであることを願います。 

 

保護者や地域のみなさまの見守りの中で、大きな事故などなくこの９３名が元気に１学期を終えられる

ことに心から感謝しています。今学期は、例年以上に小学生を巻き込む交通事故のニュースが多く、とても

痛ましい気持ちになっていました。 

 事故だけではなく、心や身体の不調で登校渋りや不登校になる児童も、いまのところ皆無です。 

 ２学期も元気な子どもたちの笑顔咲き誇る厚沢部小学校であり続けることができるよう、ご理解ご協力

をお願い申し上げます。 

  

 ※第一回保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。よりよい厚沢部小学校のため、回答率向

上の取組をさせていただております。 
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【７月の生活目標】一学期最後の月です。一学期の復習をしよう。Tel64-3042 Fax64-3062 

学校教育目標  

○よく考える子ども  

○思いやりのある子ども  

○がんばりぬく子ども  

○じょうぶな子ども  



【一日防災学校】 
  
７月１６日に１日防災学校が行われました。子供たちが自らの安全を確保できる基本的な力を身に付けるこ

とができるように、以下の内容で学習をしました。各学年の様子を紹介いたします。 

   

【１・２年生】 

防災カルタ・防災クイズ 

カルタを通して、地震や津波、

火山、気象など北海道の自然災害

や必要な防災知識を身に付ける活

動をしました。ひらがなの学習を

終えた１年生は、楽しみながら防

災について学ぶことができまし

た。２年生は、災害への備えにつ

いて自分の生活を振り返りまし

た。生活経験が増えたことで、厚

沢部町で起こり得る災害について

も具体的に考えることができまし

た。 

【３・４年生】 

気象災害・段ボールベットづくり」 

子供たちは、函館地方気象台の

方から「気象災害からの身を守り

方」について教えて頂きました。

雲、風の状況から天候の予測をつ

けられることや竜巻、大雨、雷へ

の対応の仕方なども学びました。 

また、檜山振興局地域創生部危

機対策室の方のご協力により、避

難所で活用されている段ボールベ

ットの組み立てを体験しました。

段ボールベットの利点である丈夫

さ、暖かさ等も体感することがで

きました。 

【５・６年生】 

「防災食づくり」 

地震、台風、、豪雨などの災害

の発生でライフラインが停止した

時の家庭備蓄についてや簡単に調

理できるものについて考えまし

た。大本栄養教諭と炊飯袋を使っ

た「わかめご飯」作りに挑戦しま

した。子供たちは、炊飯器なしで

ご飯を炊くことができるというこ

とに驚いていました。災害時は炭

水化物中心の食事になるため、体

調を整えるたんぱく質やビタミン

などの摂取で栄養バランスにも気

を付ける大切さを学びました。 

 
 

本校では、８月 13、14、15日を学校閉庁日といたし

ます。学校閉庁日には基本的に教職員は勤務しません

ので、学校への連絡等はこの期間外にお問い合わせく

ださい。また、緊急連絡が必要な場合には下記の連絡

先までお願いいたします。 

緊急連絡先：厚沢部町教育委員会事務局  

TEL （０１３９）６４－３３１８ 

 

【お知らせ】 
 

○自転車の乗り方とヘルメットの着用について 

 子供たちの命を守るために校区の危険個所の確認を

しました。自転車の危険運転防止とヘルメット着用

についてご家庭でも声かけをお願いいたします。 

○「単元別個人診断票」の配付について（２年生以上） 

１学期実施したテストの結果について分析したも

のを配付いたします。お子さんと一緒に確認し、夏

休みの家庭学習に生かしてください。よろしくお願

いいたします。 
【いじめの認知について】 

１学期にいじめに対する意識アンケートを実施し

たところ、６件のいじめの認知をいたしました。学

校では今後も継続的に指導をしていきます。ご家庭

でご心配なことがございましたら、学校にお問い合

わせください。 

 

【３校合同修学旅行】 

６月２７日（木）～６月２８日（金）に厚沢部

小学校、館小学校、鶉小学校の３校合同修学旅行

が行われました。町内６年生児童が、弘前城や武

家屋敷、津軽藩ねぷた村、浅虫水族館、ワ・ラッ

セ等の見学をしました。 

また、７月１２日には、３校合同修学旅行発表

会が行われました。発表会は、町内の５年生を招

いて行われました。修学旅行で学んだことを跳人

体験やクイズを交えて「わかりやすく」「楽しく」

伝えることができました。 

修学旅行の準備から発表まで、３か月間の取組

となりました。複数回の集合学習、修学旅行で他

校との友達との交流が深まり、自分から積極的に

関わる姿が多く見られるようになりました。今

後、更にお互いのことを知る機会として、６年生

の中学校登校日も予定しています。 

 

 


